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t 勝　藤 猛
Review：
Si－ma　Qian，s　3hi－ji，　or　Memorles　of　His£ory，　with　trans三a£io無and　annotat圭o簸
　　　　　　　　　by　Tanaka　Kenji　and　Ikkai　Tomoyoshi．
by　Takeshi　KATSUFUJI
ま　え　が　き
　これは書評というより，史詑をできるだけ楽しく読む方法を考えようとするものである。史記は
我が国で昔から絶えることなく愛読されてきた。例えぽ，枕草子，第211段に，書を挙げ，その中
に，史記・五帝本紀がある。ただし後者は前者の冒頭の一部を成す。49段では，史記刺客伝から，
予譲の言「士為知己者死，女為説己者容」を引く。しはおのれをしるもののためにしし，おんなは
おのれをよろこぶもののためにかたちつくる（本シリーズ『史記』第2冊87頁）
　与謝蕪村の句には，史記からの語を含むものが，いくつもある。刺客伝からは「易水にねぶか流
るx寒かな」
　また夏目漱石は，左伝・史記・国語・漢書を愛読した。
　現在も，史籠の原文や訳・註を書店や図書館で見つけるのは，容易である。廉頗・蘭相如伝だけ
でも，「完壁」かんぺき「刎頸之交」ふんけいのまじわり「膠柱而鼓懇」ことじににかわしてしつ
をこす，の3句が，諺として国語辞典に載っているし，r趙括の兵法」も知られている。
　一般読者または学生は，まずは史詑を楽しんで読むべきである。そのN的にふさわしいものとし
て，数ある史記のなかでこれを選んだ。楽しむには負担を感じないことが必要で，5冊全部を読ま
なくてもよい。1冊だけなら，第2冊が謹白い。この書評では，第2冊を主とし，とくに廉頗・蘭
相如，呂不重，刺客（とくに繭輯）の列伝を取り上げる。項羽本紀はあまりにも有名なので，省略
する。
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1　語 法
　漢文を楽しむには，或る程度の文法を知っていることが要求される。参考書として小絹環樹・西
田太一郎『漢文入門』岩波全書，1957年がよい（以下，入門と略す）
　漢文を正しく理解するのに必要でありながら，案外おろそかにされているのは，助辞または助宇
である。ド助辞とは，単独では実質的内容のある意味を表わさず，飽の実辞や文に結びついて，そ
の語や文の意味を充実させるもの」（入門12頁）である。助辞は必須の文字ではないが，あるのと，
ないのとでは，＝ユアンスが異なる。
　専門家でない読春の心構えとして，伝統的な翻読の文法を知らなくてもよい。むしろ西洋語の文
法概念を用いて漢文を分析してみるのがよかろう。
　「廉頗者，趙之良将也」「者」は「君者などは君というものを指示して，その本質を墾らかにす
る場合の用法で，日本語の“君というのは”に轟たる。譲読には“君トイウ者”あるいは弱悪ナル
老”と読む」（入門29）
　「也」は「説明・指定の助辞，“だ”“のだ”“なのじゃ”という語気を示す」（入門33）列伝はみ
な「……者一一也」（……と㌧・う人はね，一一なのですよ）という文で始まっている。
　「之」は「の」に当たる。「趙良将」とするより，わかりやすく，またリズムがよいからであろ
う。
　次に廉頗・蘭相如伝から，条件文を抜き撮してみる。条件文は，条件節と帰結節から成る。その
間に／を引く。丁線　は条件節に，　は帰結節に，用いられる紡辞を示す。髄辞であるから，ない
こともある。カッ＝内は本書の頁数である。
　欲予秦／秦城恐不可得，徒見欺。しんにあたえんとほっぜぽ／しんのしろ，おそらくはうべから
ずして，いたずらにあざむかれんのみ（9）
　欲勿予／即愚秦兵之来。あたうるなからんとほっせぽ／すなわちしんのへいのきたらんことをう
れう（続き，上と逆の仮定）
　「欲」は意志または未来を意味するが，ここでは条件を示すと見てよかろう。
　取吾壁，不予我城／奈侮。わがたまをとりて，われにまちをあたえずんぽ／いかんせん（12）
　条件・帰結を示す助辞はないが，内容から，条件文のように訓読する。
　今濁虎共閥／其勢不倶坐。いまりょうご，ともにたたかわば／そのいきおい，ともにはいきざら
ん（24）
　入門三7に，部分否定の例文として見える。「今」が仮定を添すことは，問63。なお61－66に，仮定
文の詳しい説明がある。
　今縦君家罷不奉公／劉法麹。いまきみのいえをゆるして，こうにほうぜずんば／すなわちほうは
けずられん（28）
　法削／溺国弱。国弱／則諸侯加兵。諸侯麓兵／是無趙也。（続き）
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　r則」「是」によって帰結を示し，条件文を連続させている。
　奉公如法／則上下平。こうにほうずること，ほうのごとくせぽ／すなわちしょうか，たいらかな
らん（続き，上と逆の仮定）
　上下平／則顯彊。国彊／則趙固。（続き，条件文の連続）
　使趙不将［趙］括／即W。もしちょうをして，かつをしょうたらしめずんぽ／すなわちやむ（35）
　若必将之／破趙軍者必括也。もしかならずこれをしょうたらしめば／ちょうのぐんをやぶらしむ
るものは，かならずかつならん（続き，上と逆の仮定）
　「訓読された漢文は，H本語としても一種の古典語であって，現代語でない」（入門6）その～
例として，「居二年」おること，にねん（27）「おる」は現代語としては理解できない。「居は，特
記するべき事件もなく日がたつこと」（165）この説明は初出の箇所でする方がよい。
　r居頃之」おること，これをしぼらくして（89，111）は「しぼらくすると」
　この訓読語「しぼらく」は聴闘を意味するが，F且」をドしぽらく」と読むのは，どういうこと
か。呂不童が郡郷で子楚に「吾，能く子の門を大にせん」と言ったのに，子楚は答えて言うr且（し
ぼら）く自ら君の門を大にし，而して乃ち吾が門を大にせよ」（55）この「且」は『支那文を読む
為の漢字典』に「希望する飯は此に止まらざるも，暫らく然かなしおく意」というとおり，希望の
程度を示す。ここでは，子楚としては，自分の繁栄を考えてくれるのは最も望ましいが，とりあえ
ずは，昌不箆自身の家を大きくせよ，と思っているのである。
　「且」の他の用法については，入門25－6参照。
2　用 語
一　死亡にっいての語
　趙恵文王卒　ちょうのけいぶんおう，しゅつす（34）
　入門3王3にいうf死亡のことを身分によって区別し，天子には崩といい，諸侯には麗といい，士
大夫には卒といい，庶人には死という」（資治通鑑　65赤壁之戦，荊州の劉表が「卒」したこと
について）
　本シリーズから用例を少し捨ってみる。
　　崩一周の武王・宣王（第1冊一49，54）
　　麗一一秦の昭王（63）・同じく夏太后（70）
　　卒一習の文公（1－157），楚の荘王（1－184），孔子（1－218）
　楚の平王：卒（楚世家，伍子膏伝1－253），死（刺客伝84）
　西周の武王や宣王は中国の主権者であるから，その死を崩というのは当然である。秦の王族につ
いては妥表なのか。その他の人はどうか。
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二　金額の単位
　呂不蓮伝にいう。彼は商売をして1◎00金をもうけた。そのうち5◎0金を子楚に与え，50G金を秦王
室への工作資金に使う。残りはほとんどないはずである。子楚は600斤を趙の役人に賄賂としてや
り，脱出して秦へ帰国する。まもなく王位につき，荘嚢王となった（その子，実は呂不章が生ませ
た子が政＝始皇帝である）。子楚が500金をもらい，60◎斤を使うと，いくら残るか。この収支の答
えはどの訳註にもない。
本書で金額に関する箇所を捨うと以下のようになる。
頁
　66
　96
102
127
129
134
138
26圭
1－250
　　　　　　　使　　　　　　途
呂氏春秋の誤りを発見した者に対する賞金
厳稗子が轟政の長寿を祈願する費用
自殺した者（轟政）の身元を通報した人への賞金
秦から脱走した奨於期の首にかけた賞金
荊朝が秦王を刺殺するために買った短刀の代金
荊朝が秦王に会うためにその臣に贈った晶物の顧格
秦王の危機を救った夏無且への賞金
項羽の首にかけられた賞金
伍子得が江を渡る時，船頭に与えた自分の剣の価値
　金額と単位
　　1000金
　　　100濫こ鐡
　　1000金
　　1000斤・邑万家
　　　10◎金
　　1000金
黄金　20◎濫
　　1◎00金・昆万家
　　　1◎0金
史記平準書・漢書食貨志，および咳余叢考30r一金」によると，秦の1鏡コ漢の1斤累1金。馬
1頭＝・100金。戦國時代には統一的通貨がなかったから，厳密な説明は司馬遷にもできなかったか
もしれない。
3　動 作
　刺客は，セキカクとも読むが，シカクでもかまわないだろう。本書はシカクとルビをつけている。
刺客列伝の荊朝の部分は面自い。それを楽しむには，余計な部分を省略するのがよい。余計なのは
次の2箇所である。122頁「今秦已虜韓王……諸侯服秦，莫敢合従」要するに秦は強いということ
がわかれぽよい。地名の考証は専門家に任す。134頁，秦の臣，蒙嘉が秦王に「燕王誠振怖大薫之
威……恐催不敢自陳」というのは，王に物を言う時の儀礼的お決まり文句，つまり驚を礼賛し，勉
籔をけなす内容である。これも読み飛ぽしてよい。
　テロリストの伝記であるから，その動作を具体的に頭に描くと，楽しい。それにとって最も役に
立つのは，宮崎市定「身振りと文学一史記成立についての一試論」（『アジア史論考誤中，および
『中国古代史論』所収）と『史記を語る』（岩波薪書）である。
　病朝は衛の人，読書と「撃劔」を好んだ。旅に趨て，人と劔を論じたり，賭けごとをしては，負
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けて去った。“韓信の股くぐり”に似た真の勇者の態度である。燕へ来た。そこの太子，名は丹，
強国秦に敵意を抱いている。太子は傅（教育掛）鞠武に，秦に対する策を問う。その頃，秦から将，
奨於期が亡命してきた。太子は鞠武の反対にもかかわらず，これをかくまった。太子は鞠武の助言
により，燕の方策につき，智勇兼備の老人，照光先生の教えを請うことにする。
　田光は太子のところへ来た。贈光坐定」でんこう，ざ，さだまる（117）訳「鐵光が座についた」
（ll8）「坐定」は「ざ，さだまる」が訓読の慣例らしく，本書も国訳漢文大成もそうである。これ
はこの2字でひとつの動詞，主な意味は勿論，坐という字にあり，定は副詞的にそれを補う。現代
語では「坐下」に当たる。β本語では「すわる」としか言いようがない。ゲストが来てすわるのは
妾たり前である。当たり前でないのは，ホストたる太子が「席を避けた」ことである。これはゲス
トに紺するホストの非常な敬意を表す動作である。後に荊朝が来た際も，太子は同じ動作をした
（122）
　中国の家屋は土で作られており，部麗の床も±で，敷き物をしいてある。人がすわるのは，その
上に置く「席」すなわち長方形の敷き物で，何人かがすわれる。椅子ではない。主人は客の隣にす
わって，サービスするのが，礼儀である。
　田光は，自分は老いて役に立たぬからと，繭朝を推薦する。その後で彼は自殺する。その理由の
一は，r言う所の者は国の大事なり。願わくは，先生，瀧らす勿れ」と太子に言われ，自分が疑わ
れたと思った屈厚を晴らすため，他は，命がけの仕事を人にやらせて自分が生き残るわけにはいか
ないという義理である。
　太子は荊輌を呼んで，計画を説明する。「悉く諸侯の侵地を反さしめ，曹沫の斉の桓公における
ごとくならしめぽ，則ち大いに蕃し。もし不可ならぽ，因ってこれを刺殺せん」（122）魯の曹沫が
斉の榎公を，・両国講和の式場で，ヒ酋（あいくち）をもって脅迫し，斉が魯から奪っていた土地の
返還を約束させた話は，刺客列伝の第一話である（78）
　秦王（始墨帝）に近づくにはどうするか。お土産が必要である。その一は，棊から逃げて来た奨
於期の首である。荊靭は率直に彼に申し出て，彼も自らの善を与える。「鬼気肌身に迫る光景」と
宮綺はいう（史記を藷る188）第二は，燕が泰に割譲する土地の地図である。もうひとつの問題は，
王以外は武器を持つことを許されない秦の殿上へ，武器を持ち込む方法である。紙のない当蒔，地
図は布に描かれたのではないか。それを巻くか畳むかして，中に刃物を隠し，箱に収める。なお荊
輌は焚於期との会談の中で，秦王を襲う動作のリハーサルをして見せる，「左手もて其の袖を把り，
右手もて其の胸を刺さん」と。かれは本番でこのとおりやるが，失敗する（128，136）
　菊輌は一緒に行く友を考えているらしいが，その人は遠くにいて，間に含わない。太子は秦舞陽
をつけてやることにした。13歳の時に人殺しをしたことのある男である。荊輌がぐずぐずしている
と思った太子は，いらだって，秦舞陽だけを先に行かせようとした。これに荊輌の面子は傷つけら
れた。彼は善う「往きて返らざる者は竪子なり」竪子を本書はr青二才」と訳している。だれを指
すか。他の訳註は，泰舞陽とする。ただ岩波文庫版『史記列伝』（2）だけ「ひとたび行けぽ帰ら
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ぬのは，拙者でござる」と，荊輌とする。「壮士，一たび去って復た還らず」と比べて，どうか。「壮
士」とr竪子」とは反薄の価値をもつ語で，これが同一人を指しうるか，問題のある箇所である。
　易水の別れの場薗は，他のところが「語る」のに対し，「歌う」ところであり，昔楽入りの芝居
のようである。そのクライマックスをなす所作は，「士，皆目を瞬らし，髪尽く上りて冠を指す」
嗣じことは，繭格如が“壁を完うする”場面「壁を持ち，郡き立ちて柱に筒る。怒髪上りて冠を衝
く」（13）にもみえる。
　秦に入って，いよいよ王に会見することになった。暴れ者秦舞陽は，かんじんの時に震えだした。
秦ヨ三は舞陽から地図の箱を受け取って蓋を開く。「秦王，図を発く。図窮まりてヒ善見わる。因り
て左手もて秦董の袖を把り，右手もてヒ首を持ち，これを剃す」秦王がゆっくりと地図をあけるな
ら，その中の・ヒ首に気がついて手に取る。それを荊繭が難うのはむつかしいはずである。或いはも
し王が地図の端を持って，投げるように開くなら，中にあった七首がコトリと床に落ち，待ち講え
ていた菊輌が，容易にそれを取ることができる。とにかく七酋が病輌の手に入らないと，話が続か
ない。
　それから後の司馬遷の記事は，さながらチャンバラの実況中継である。ここでは宮綺がいうよう
に，3字の「時憧急jr卒憔制r卒憧急」3句はドがんぼれ」というような合いの手であろう。そ
う解さないと，この場面の面白さは味わえない。ただしそこは秦王のピンチでありx縷急の語義か
らも，「タイヘンです」とする方がよくないか。時・卒はとも時闘の蕃珪講で，時は始まりであり，
卒は最高潮に達した時点を指す。したがって「さあタイヘソです」「いよいよタイヘンです」とい
う訳はどうか。
　荊朝は最後にヒ道を秦王に投げつけるが，あたらず，「綱の柱にあたった」（136）秦の宮殿に桐
の柱は似あわない。「銅」とするテキストもあるが，銅に刃物が刺さるだろうか。この場面を描い
た画像石がいくつもあるようで，宮瞬『中国古代史論』の表紙カパーにその一つを載せる。柱の太
さは直径30センチぐらい，｛コ首が突き抜けている。
　荊輌は殺される前に，失敗の原因を言う「生きながらにしてこれを劫かし，必ず約契を得て，以
て太子に報ぜんと欲せしを以てなり」（136）前述した太子との会談にあったように，秦王を殺して
霞分も死ぬことは，第二の策であったようである。
　事件のあと，以穂に賭けごとで荊朝を負かした魯句践は，繭朝が「刺劔の衛」を翌わなかったと
惜しんだ。剃劔は絹手に接近して短刀で刺すのに頬し，蒲輌が好んだr撃劔」は離れて切り合うこ
と（辞海に引く漢書司馬網如伝，顔師古の注）と解してよいか。
あ　と　が　き
　筆者は，著者鑓中先生には，1951年以来，学恩を受けている。一海先生とは，親交はないが，同
世代である。この拙文を捧げて，お二人のご健康を祈る次第である。
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